
 第 9回 夢のような辻原づくり協議会 議事要旨 

 

日  時 令和 8年 6月 21 日（日）18：00～19:00 

場  所 辻原 1クラブ 

参 加 者 
坂本第 13区：協議会委員 17名、傍聴 24 名、市議 2名 
市：市長、副市長、部長以下職員 6名 

議   題 
【協議事項】 
１.市長のメモリアル施設整備に関する判断結果について 

決定事項 

【市長説明】 
・辻原地区での約 2年間、協議会設立から 10 か月に渡る議論に対するお礼 
・地域のまちづくりに対するビジョンと市ができることにギャップがあったことが投
票結果に出た。これ以上進めることは分断を招くと総合的に判断した結果、区切り
を付け、改めて候補地を決めることにした。 

・辻原のことは市全体、リニアのまちづくりの中で考えていく。市は何もやらないと
言っている訳ではなく、もし当てはまるものがあれば優先順位を付けてやっていく。 

【副市長説明】 
・大したことはできないが、何かしらのお礼を 2～3か月の間に回答する。 
【柴会長】 
・辻原の将来のまちづくりに何も残らないのは、協議会として納得できない。協議会
は継続し、まずは役員会を開催し、地域要望について一度議論した上で協議会を開
催する。次の世代に残したいことを役員会、協議会で議論したい。 

主な意見等 

【柴会長】 
・全国的に、ネガティブなことで協議会を設立することは少ない。 
・ギャップという判断は如何なものか。市と地域が共に考えていくという方針だった
はず。 

・市長の「総合的に判断した結果」の「総合的」の具体的な説明をお願いしたい。 
・今回の辻原から出した要望事項が引き継がれるように、坂本まちづくり協議会の関
係団体や有識者、専門家などを交え、早急に立ち上げ都市計画に乗せていくことを
約束してほしい。 
→市長回答：市だけでは決められない。リニアのこともあり、県の計画とも関係す
るので、約束する返答はできない。 

・今回の事で辻原には分断が起きているので、地域を再生していく拠点として要望事
項であった「防災機能を持ったクラブの建て替え」は進めて欲しい。 
→副市長回答：やれることは限られるが、お礼程度のことはしたい。 

【副市長】 
・要望について、市は精一杯回答したが、地域とギャップがあった。できない約束は
できない。 

・次の 3点を総合的に判断した。 
①地域と市のギャップ、②投票結果、③分断を避ける 

【委員意見】 
・市がここまで地域に入り考えてくれることはない。今まで地域の事を考える機会が
なかった。 

・10年先に反対派は本当に良かったと思えるのか？ 
・情報格差があった。メリット・デメリットを理解せず投票した人もいると聞いた。
地域のことを本当に考えた投票ではなかった。 

・火葬場の議論ではなく、クラブの話になってしまった。火葬場は必要だがここでは
ない。どこに作るかが大事。 

・市長はその程度の覚悟だったのか？ 
・市長には熱意が感じられなかった。本当にここでやる気があったのか？火葬場が本
当に必要な施設なら、ここでの協議をムダにせず今後進めて欲しい。 

次回開催日 未定 

    


